男子乳癌の1例 by 大生 定 & 角江 哲雄
男 子　乳 癌 の 1 例“
　　　　　　　大生　定　角江哲雄
札幌医科大学夕卜科学教室，病理学教室L指物　橋場教授・新保教授）
A　Case　of　Male　Breast　Carcinoma
　　　　　　　　　　　　　　　　By
　　　　　　　SADAMu　OBu　and　TETt　uo　SuxuE
エ）epα吻Z襯｛ゾ＆〃ger2Y＆・Pαthology，　SαPPOγO　Univers吻of’1匠θ⑫伽
　　　　CDi2’ected　by　Prof．　T．　lfAsimsA　＆　PTof：　K．　SillAfpo）
緒　　論
　男子乳癌は鋼筆においてはしばしば見られると
いわれるが，我が國では甚だ稀である。最近我が
敏室で男子乳癌の1例を経験したので，これを報
告し從來の交献により統計的に多少の考按を行っ
た。
　　　　　　　　　症　　　　例
　患者：56歳の男子，無職
　家族歴＝父系計系の耐父母は何れも不明の疾患で死亡。
父は62歳の時に脳盗】血で死亡。母はS4歳でなお健在であ
る。同胞は8名で1名は幼時に窒息死，2名は肺結核で死
亡，1名は虫垂炎後腹膜炎で死亡，他は健康である。患者
は5番目である。妻は健鵬子供は5名，孫は2名で何れ
も健康である。患者の知る範囲では血族に癌で死亡したも
のはないとの事である。
　既往歴：　生來健康であった。　約10年前肛囲膿瘍に罹
患したが，直ぐ治癒した。約12年前より高血圧であった
が，適宜治療をうけてH常生活には支障はなかった。酒は
砦い頃相当嗜んだが，現准はあまり飲まない。煙草は1H
に10本程度である。約40歳までは漁業をしていたが，自
身肉体勢働をしたことはない。48，9歳のとき農業を行っ
た。現在まで特別胸部を打撲した覚えはない。
　発病及び経過：　昨年10月頃より　（約10箇刀前）右乳
腺部に割合に靱な腫瘤を認めたが，疹痛もないので放置し
ていた。本年3月頃より漸次大きくなり，その速度も速く
なってきた。6月頃より高血圧症のため，本病内科で治療
を受けた時この腫痴を診察して夕卜科へ廻る様にいわれ，当
科を7A2日に訪れ，た。
　初診時所見：　全身状態は非常によく特別な変化は見ら
れない。右の乳腺部，乳虜のところがら夕卜下方に，約章動
頭大の腫瘤を認め，皮膚には炎症症状は見られない。触診
すると乳汁に近いところは，硬度は靱であるが，夕卜下方の幽
：方は軟で波動を呈する。腫瘤全体として皮膚及び下層と癒
着はなく，どの方向にもよく動く。圧痛はない。右腋窩部
に約小豆大の割合靱な腫：痴を触れるが，疹痛はない。以上
の所見により乳癌を考えつつも右乳腺頁性腫瘍ではないか
と考え，鹿卜來で別出を行った。腫瘍はexpansiVeで容易
に払出できた。　捌出標本は2×3cmで2っの部分より穿
り，上方にあった部分は実質性で，下方の部分は灘腫をつ
くり中に暗赤色の血液を入れていた。別出標本を組織学的
に槍直したところ輩純癌であったので，7，月10H入院させ
た。
　入院時所見：　全身状態よく特記すべきものはない。右
の乳腺外下方に，放線状に約2cmの手術創があり，1期治．
癒を’している。その下に硬結を触れる。右腋窩部に小豆大
の腫癌を2，3触れる。
橡査所見（術前）
　血液：　赤血球337萬，白血球6，700，血色素77％（ザ
ーリー），血色素係数】．1，白血球の種類エオヂン2．5％、操
状核3。5％，分割66．5％，リンパ球24．5％，軍核3％。
　尿：　アルカリ性，比重1，013，ウロビリノーゲン溺陽性
その他所見はない。．
　尿：　虫卵（一），潜血（一）。
　赤沈＝1時問値5，2時間値13，血滴ワ氏反応〔一1。
　手術　7月10凹局所麻痺の下に右乳腺切断，右腋窩廓
清術，ゴム管、ドレナ｛ヂを行った。術後の経過頁好で7月
ee本論丈要旨は昭和26年秋第2同日本外科学会北海道地方会において発表した。
265
266 大生一男子乳癌の1例 札幌医誌1952
21日退院し，目下レントゲン深部治療実施中である。
　　　　　　　　組織学的所見
　i）7月2H薄畳標本所見：弱拡大によりこれを槍すると，
大部分は腫瘍細胞で多数密集して胞楽を形成して，髄様癌
の構造を呈しているが，所々に轡腔を形継し，一部は乳頭
状に智計内に突出している所も見られる。腫瘍細胞につい
てみると，比較的原形質に乏しいところも見られるが大部
分は原形質に密み，細胞の境界は比較的不鮮明であるもの
が多い。核の大小不同もかなり著明でmitoseもかなり認
められる。1｝腔〔特に乳頭状増殖を示す部分においては出血
巣及びHaemosiderinの形成が見られる。また腫瘍実質は
全体としてかなり厚い結合織被膜を有しているが，一部は
被膜内への腫瘍細胞の浸潤も認められる。
　ii）7月10日切断乳腺及び周囲筋層所見：周囲筋層・の部
分には，結合織の部分に円形の細胞浸潤が軽度に認められ
るのみで腫瘍細胞の浸潤は認めらPtない。これ等の円形細
胞は申性嗜好性細胞，リンパ球，’エオヂン嗜好性細胞等：で
明かに腫瘍細胞と区別される。即ちこの部分に比較的新し
い肉芽組織があることを認める。
　iii）　同右’腋窩リンパ腺所見：リンパ腺はSinusが拡張し
て円形細胞で充たされSinuskatarrhの像を呈している。
しかし輔移集は認められない。
考　　捜
　〔1）文献的観察。男子乳癌については昭和ユ0
年東大志田原油の詳細なる報告がある1）。それによ
ると我が國におV・ては甚だ稀で，明治17年頃の
順天堂病院で詠出手術した1例を最初として，35
例を集めており，その細網の調査したところによ
ると，昭和15年岡山医大岡本氏は2），42例を集め，
昭和18年名大井手氏は経験例2例を加えて48例
を報告し3），昭和19年乖t【1戸病院下味氏の1例4）と
昭和20年織部氏の1例5），昭和24年阪大宮本氏の
1例6）があるのみである。　E：れに反して欧米にお
いては，1933年K：reinschmidtによれは：1，000例
を超渦し富鉱に蓬がないといってV・る。このこと
は1930年の英國衛生省の癌死亡臓器別の統計に
よれば，男子乳癌の死亡が60例（男子癌死亡の’
0．2％）である事によって推察し得る。
　（2）年齢。志川原氏は35例中記載明瞭なる26
例よりの統計によると，そのユト均年令は56．4年で
ある。本例は丁度2卜均年齢に当る。一般に女子乳
癌より遅いといわれている。
　（3）職業的関係。一一般に肉休的労働に從幸する
ものに多く，これは生活程度及び労働による耐え
ざる慢性刺戟によって癌腫の発生を容易ならしめ
るためかともいわれるが，追究はこの條件に入ら
ない様に思われる。宮本氏の1例は放射線障害に
より発生したと思われると報告されている。．
　（4）遺傳的関係。一般に無V・様に思われる。本
甲もなVb。．
　（5）腫瘍発見より手術までの期間。一般に良性
腫瘍があり，これが悪性化したものと考えられる
症例が多く，本例の如く速いものは少tx　La。殊に
癌腫発生より手術までの期閥は推即することが困
難であるが，志田原氏によれば，15．6箇月である
といわれている。
．（6）発生頻度。一般に女子を含めて馳駅中乳癌
の占める割合は，欧米に多く我が國に少ない。
1931年の英國の死因統計，1930年の我が國の死因
統計によれば5），癌死亡中乳癌の占める割合は我が
國では，男子においてはO．O％，女子におV、て＆3％
であるが，英國におv・ては男子におV・て0．2％，女
子においては19．2％である。しかしながらとれは
死亡摩であるから実際の罹患摩はこれと異なるこ
とは勿論であるが，1歌米に乳癌の多v・事は事実で
．ある。これは女子の産後授乳の関係が注口されて
v・る。P3子乳癌の女子乳癌に対する割合は報告者
により異なるが，欧米においても我が國において
も大休2．8％からO・5％の闇である。我が降車に
おV・てはま．だ症例少なく，女子におV・ても現在ま
でに僅か9例租しか経験していないので比較する
ことは出国ないぎ
　（7）聯帯。一一般に無痛性小結節として始まる。
挙例も同様である。　左右の別は志田原氏の26例
では右13例，左10例，伸側1例，記載不明2例
1）志田原群三：H夕卜会誌，36，204～221（昭10）．
2）岡本繁：H外会誌，40，1860（昭］51．
3）井手次郎＝日夕卜会誌，46，54～55（臨召21）．
4）成味秀世：日本医学，3369，349（昭19）；医学中央，90
　（trヒ、，20，（昭24）によるg
5）織部利雄・松川猛＝臨ll柱研究，23，21（昭20）；医学
　中央，91，78（昭21）による。
6）宮本忠．：癌，40，176～177（昭24）．．
7）長與叉耶1癌，特別號，14（昭9）．
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で，本例は右側である。発生部位は中心部発生が
多い。本例も中．心都である。皮膚との癒藩はある
ものが多く，下厩組織との癒着はないものが多い
様であるが，記載不明．のものが多く断定出來ない。
本例は何れとも癒着を認められなかった。腋窩リ
ンパ腺縛移はあるものが多V・。本例は榑移は認め
られなかった。
　（8）組織学的関係。報告者により分類の仕方が
異なるので統一がなV・が，志田原氏の23例では
腺癌8例，硬性癌7例，髄様癌3例，軍純癌2例，
膠様癌2例，PagEt氏病1例である。横山氏の症
例は寧純癌である。成味氏の症例も軍純癌である。
織部氏の例は記載不明であり，本例は箪純癌で髄
様癌の椿造を呈する。
結 語
　我が敷室で経験した56才’．癌男子に発．生した初
期の右乳腺軍純癌を報告し，從來の文献と比較し
た。これは私の調査した所では我が國においで．．は
第52番目の報告である。
Summary
　　　A　priinar｝r　simple　cancer　of　right　breast　occurred　in　man　of　56　years　old　wac　s　reported，　and
’　compared　with　previous　literatures・
　　　The　tumor　situated　in　central　region　of　right　breast，　its　size　was　about　2×3cm，　roun－shaped，
and　in　one　region　formed　a　blood　containing　cyst．　Adhesion　with　the　surrounding　tissue　and
metastasis　to　the　axillary　lymph　node　were　not　found・
　　　Histologically　it　appeared　to　be　a　simple　cancer　of　medullar　construction．
　　　The　rate　of　breast　cancer　to　all　klnds　of　cancers　is　higher　in　Europe　and　America　than　in
Japan，　but　the　rate　of　breast　cancer　of　men　to　that　of　w’omen　is　almost　agreeable　both　in　Europe
and　in　Japan，　and　it　is　shown　from　2，8％　to　O．5％．
　　　In　our　countr｝r，　the　proportion　of　rlght　breast　cancer　to　left　one　should　not　be　asserted　because
we　have　not　yet　experienced　sufficient　number　of　cases，　but　there　seems　to　be　no　constant　tendency・
According　to　my　survey，　this・is　the　52　nd　report　in　Japan・
’
